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マイライフ・カワサキ
☆第２火曜日予定

れいんぼう川崎で行います

お問合せはロンド・和田まで

はいきんぐくらぶずんずん

日曜日に開催予定
☆多摩川を歩く会です。障害のある方
もない方も、みんな楽しく歩いていま
す。サポーター募集中！
　代表：桑原由起子　

　副代表　渡辺百合子・三浦ルイ子

　お問合せはロンド・福田まで
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利
用
者
の
家
族
等
が
事
故
や
災
害
等
に
よ

り
、
介
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
④ 

そ
の
他
、
社
会
的
理
由
に
よ
り
緊
急
的
に

対
象
者
が
居
宅
に
住
む
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
場
合 

　

た
だ
し
、
利
用
す
る
に
は
、
各
施
設
へ

の
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

短
期
入
所
が
増
え
ま
す

　

さ
ら
に
、
第
３
次
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
25
年
度
に
新
設
さ
れ

る
、
井
田
重
度
障
害
者
等
生
活
施
設
に
20

人
分
の
短
期
入
所
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
地
域
で

短
期
入
所
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
通
所
施
設
等
に
お
い
て
も
短

期
入
所
を
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
支
援
の
充
実
も

　

実
際
に
は
、
介
護
者
が
急
病
な
ど
の

場
合
は
、
施
設
を
捜
し
て
い
る
余
裕
は
あ

り
ま
せ
ん
ね
。
そ
う
い
う
場
合
は
、
福
祉

事
務
所
や
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。
川
崎
市
で

第３木曜日の予定です
問い合わせ先 サポートセンターロンド

豊かな地域療育を考える連絡会

（
本
誌
３
〜
６
頁
は
会
員
の
み
配
布
）

Ｑ　

今
年
�
養
護
学
校
を
卒
業
し
た
男
の
子
の
母
で
す
�
こ
れ
ま
で
�
通
学
サ
ポ
�
ト
以
外
は
�
サ
ポ
�
ト
を
利
用
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
�
私
は
持
病
を
持
�
て
い
て
い
つ
入
院
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
�
実
家
の
両
親
も
高
齢
で
�
と
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
い
つ
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
�
短
期
入
所
を
利
用
し
た
い
と
思
う
の
で
す
が
�
緊
急

で
は
見
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
と
も
聞
い
て
い
ま
す
�
ど
う
な
の
で
し
�
う
か
�

こんなとき
どうするの

〈
答
え
〉

川
崎
の
短
期
入
所
の
現
状
は　

　

川
崎
市
に
は
、
12
の
短
期
入
所
施
設
が

あ
り
ま
す
。
一
部
の
施
設
を
除
い
て
は
、

３
か
月
前
か
ら
の
利
用
予
約
受
け
付
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。
短
期
入
所
の
希
望
は
多

く
、
早
く
に
定
員
が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
緊
急

的
な
利
用
に
は
こ
た
え
て
も
ら
え
な
い
と

い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

緊
急
短
期
入
所
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

２
０
１
０
年
４
月
か
ら
、
緊
急
短
期
入

所
事
業
が
始
ま
っ
た
の
は
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。現
在
は
、ラ
イ
ブ
リ
ー
渡
田（
２
名
）

と
つ
つ
じ
工
房
（
２
名
）
で
、
実
施
さ
れ

て
い
る
事
業
で
、以
下
の
要
件
で
あ
れ
ば
、

原
則
３
日
前
以
内
か
ら
、
利
用
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
す

る
施
設
が
、
既
に
緊
急
利
用
の
利
用
者
で

い
っ
ぱ
い
の
時
に
は
、
連
絡
の
あ
っ
た
施

設
は
他
の
施
設
を
斡
旋
す
る
こ
と
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
利
用
の
要
件
〉

①
利
用
者
の
家
族
等
が
急
な
疾
病
等
に
よ

り
、
介
護
す
る
者
が
い
な
い
場
合
② 

葬

儀
等
緊
急
や
む
を
え
な
い
介
護
者
の
事
情

が
あ
り
、
介
護
す
る
者
が
い
な
い
場
合
③ 

援助者のための援助セミナー 2012
援助者のあなたは現場で、援助されているという実
感がありますか…そして自分を大切にしていますか

【第Ⅴ期セミナープログラム】（講義・演習）
◆内　容
① 2012 年６月９日（土）13時 30分～ 16時 30分
「援助することの意味～利用者援助をとおして考え
る～」講師　東條みゆき（介護福祉士・社会福祉士・
精神保健福祉士）　井上　景葉（援助者のための援
助セミナーⅠ～Ⅳ期修了者）　山中　達也（社会福
祉士・精神保健福祉士）
② 2012 年６月 23日（土）13時 30分～ 16時 30分
「援助者への援助～スーパービジョンとは何か～」
講師　原　裕樹（社会福祉士・精神保健福祉士）
　川崎地区スーパービジョン勉強会メンバー
③ 2012 年７月 14日（土）13時 30分～ 16時 30分
「グループスーパービジョン演習」
講師　川崎地区スーパービジョン勉強会メンバー
東條みゆき（介護福祉士・社会福祉士・精神保健
福祉士）原　裕樹（社会福祉士・精神保健福祉士）
④ 2012 年７月 21日（土）13時 30分～ 16時 30分
「援助者の私を援助するということ」講師　渡邉　
篤尚（精神保健福祉士）　　
◆会　場　「福祉パルなかはら」（川崎市中原区今
井上町 34　和田ビル 1階）JR 南武線・横須賀線・
東急東横線　武蔵小杉駅下車　徒歩約 10分
◆参加費（資料代）あり◆定　員　８名（先着）
◆参加申し込み　５月３１日（木）までに下記メー
ルアドレスあてにお申し込みください。
①お名前　②所属　③職　種　④参加希望日　⑤
ご連絡先（メールアドレス）
○メールアドレス　2010enjo@gmail.com
◆主　催　援助者のための援助セミナー実行委員会

国際フォーラム
「障害者の情報コミュニケーションアクセス
と共生社会：日本の経験と国際貢献から」
―国連専門家会議「ICT と障害」報告会―

日時：2012 年４月 21日（土）14時～ 17時　
場所：日本財団ビル　２階　大会議室AB
共催：日本財団、国連事務局経済社会局（DESA）、
日本障害フォーラム（JDF）
参加費 ：無料　　定員：100名
プログラム（敬称略）
14:00　開会挨拶　伊東亜紀子（国連事務局経済社会局
社会問題担当官）  小川榮一（日本障害フォーラム代表）
14:10-15:30 第１部　国連専門家会議「ICT と障害」
報告会①分科会１：社会と開発へのアクセスと政策
　Mr. Clinton Rapley ②分科会２：情報コミュニケー
ション技術の規格とその応用　小尾 敏夫（早稲田大
学教授）③分科会３：災害と危機管理における情報
コミュニケーションアクセス   Mr. Wisit Atipayakoon
15:30-17:00　第２部　日本の経験と国際貢献
15:30　①日本の障害者の経験から：権利条約、障
害者基本法、情報アクセス　金政玉（障がい者制度改
革推進会議担当室政策企画調査官）／新谷友良（全日本難
聴者・中途失聴者団体連合会常務理事）
16:00　②日本と国際貢献：障害者支援とインクルー
シブな開発　河村 宏（DAISY コンソーシアム理事）／
石井靖乃（日本財団国際協力グループ長）　
〈お申込みとお問い合わせ〉　事務局　日本財団
〒 107-8404 東京都港区赤坂 1-2-1
FAX 03-6229-5180  TEL 03-6229-5111
E-mail: cc@ps.nippon-foundation.or.jp( 件名に 4/21
国際フォーラム申込と書いて送信 )

は
「
心
身
障

害
者
手
当
」

削
減
に
よ
り

生
み
出
さ
れ

た
財
源
を
も
と
に
、
２
０
１
２
年
度
か
ら

新
た
な
在
宅
福
祉
施
策
の
提
案
を
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
相
談
支
援
事
業
は
「
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
い
時
や
困
っ
た
と
き
に

い
つ
で
も
相
談
で
き
、
必
要
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
相
談
支
援
を
充
実
」
と
し

て
、
重
点
施
策
の
ト
ッ
プ
に
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
２
０
１
３
年
度
か
ら
は
、
相
談

支
援
事
業
の
新
た
な
再
編
が
さ
れ
、
現
在

３
カ
所
あ
る
基
幹
型
の
支
援
セ
ン
タ
ー
を

各
区
に
１
カ
所
の
７
カ
所
に
ふ
や
し
、
24

時
間
３
６
５
日
の
相
談
支
援
が
可
能
と
な

る
よ
う
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

域
型
の
支
援
セ
ン
タ
ー
も
職
員
配
置
を
ふ

や
し
、
誰
で
も
相
談
に
行
け
る
よ
う
整
備

さ
れ
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。

　

お
近
く
の
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

に
、
日
ご
ろ
か
ら
お
子
さ
ん
の
状
況
を
お

話
し
し
、
心
配
な
事
な
ど
を
相
談
さ
れ
て

お
か
れ
る
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。　
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指定特定相談支援事業者（計画作成担当）
と障害福祉サービス事業者の関係

相
談
支
援
事
業
者

サ
ー
ビ
ス
事
業
者

ア
セ
ス
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
案

支
給
決
定（
市
町
村
）

サ　

ー　

ビ　

ス　

担　

当　

者　

会　

議

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

ア
セ
ス
メ
ン
ト

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

継
続
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
変
更

個
別
支
援
計
画
の
変
更

サ　

ー　

ビ　

ス　

担　

当　

者　

会　

議

個
別
支
援
計
画
の
実
施

(

サ
ー
ビ
ス
の
提
供)

個
別
支
援
計
画

個
別
支
援
計
画
の
原
案

個
別
支
援
会
議

〈用語の説明〉
※１）問題や状況の把握、支援の展開
※２）川崎市各区保健福祉センター
※３）ケアカンファレンス、支援者や
　　　家族などが集まりサービス計画
　　　の内容の協議をおこなう
※４）状況の確認、対象者ごとに３か
　　　月～１年に一回実施

※ 1

※２

※３

※４

制作・著作・配給 ： マザーバード mai：offi  ce@motherbird.netTEL&FAX　: ０３- ６９１３- ５５９１ 

療育ねっとわーく川崎　2012 年　映画会「普通に生きる」  報告
日時　平成２４年　３月１日（木）　場所　ロンド２号館
①１０：３０　～　１２：００　　５３名　参加　
②１３：００　～　１４：３０　　３５名　参加
③１８：３０　～　２０：００　　３６名　参加　　　（計　１２４名参加　頂きました。）

◆３４枚のご感想文を頂きました。一部を抜粋しご紹介します。◆

☆子どもたちの力はすごい、それを受け入れる親御さんのエネルギーも、サポーターの気持ちも。☆昭和 60 年代の当

時我が子の卒業、進路の時を思い出して観ていました。親の運動も確かに必要ですが、川崎市と違い富士市はかなり

行政の協力が有り、もちろんそれを動かしたのは親の力だと思います。☆微力ではありますがこれからもずっと私も

携わる事が出来たらと思います。☆障害が有ろうが無かろうが、その人の存在そのものを受け入れられる人のつなが

りが創りだされていることに感動しました。重度の障がい者の心や魂には障がいが無いという事が改めて実感できる

作品でした。☆普通という概念は現状の普通ではなく一人一人が生きる・生活する等の視点から考えると変わっていっ

ていい概念だと思いました。☆健常であることがどれだけ珍しいことなのか、幸せなのかをとてもわかる作品でした。

☆親の生き方を考えさせられました。重度のケアのある子どもも他人に託していいのですね。行政の動いてくれるの

を待っていてはだめなのはわかっていてもどう動いていいのか分かりません。参考になる映画でした。ありがとうご

ざいました。☆一日の重み、一日一日を大切に　笑顔を大切に　かかわっていきたいと思います。☆自分達と同じ体

験していながらも、バイタリティーな活動には感動しました。娘も 25 才になるけど、疲れはてていましたが、昔を思

い出しました。ありがとうございました。☆とても良かったです。本当に多くの人に見てもらいたいと思いました。

もちろん自分にとっても多くの学ぶべきこと（気が付くべきこと）がありました。ありがとうございました。☆人と

して生を受けたらだれでも平等に生きていく権利があり同じように普通に暮らしたいと思っていると思います。たま

たま手助けの必要度が大きかったり、支援が必要だったりするかもしれないけれども、心は皆同じだと思います。☆

みんな幸せそうで、観ていて　幸せな気持ちになりました。笑顔を見せること、人とかかわることが¨はたらき¨だ

という言葉は、すばらしいな～と感じました。☆皆さんが、とても笑顔が多く、生き生きしていました。ロンドも、

見習う点が沢山あると思いました。☆彼らの存在から得られるものの大きさ　地域とともに「普通に生きる」ことの

すばらしさ　力強いエネルギーを感じました！！☆色んな障害の子供たちの真のご苦労と努力に感動しました。

http://www.motherbird.net/~ikiru
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【イントロダクション】
　静岡県富士市にある生活介護事業所でら～とは、『どんなに重い障害を
持っていても、本人もその家族も普通に生きてゆける社会をめざす』とい
う理念のもと、親たちの努力で、ゼロから立ち上げた重症心身障害児者の
ための通所施設でである。 
　重症児の多くは、嚥下障害、呼吸障害等のため、日常的な介護として経
管栄養、痰の吸引、酸素吸入等の医療的ケアを必要としてる。そのため、で
ら～とには生活支援員の他に看護師も常勤し、毎日、それぞれの障害や個
性に合わせたプログラムで日中活動を支援している。利用者は多くの人や
地域との関わりの中で、社会性を身につけ、誰からも介護を受けられるよ
うに成長してゆく。そして親たちも、法制度の改革の波に揉まれつつも行
政に働きかけ、自分たちのニーズにあった制度や施設づくりを行い続けて
きた。
 いずれは親も子もそれぞれの人生を明るく送れる地域社会づくりを目指
して、『福祉の受け手から担い手となる』発想が、親たちの新しい未来を切
り拓いてきた。
　映画は、２つ目の施設建設計画が持ち上がった頃からの５年間を追う。
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普通に生きる

＜2011年度公開作品／長編ビデオドキュメンタリー／カラー／83分／SD／ドルビーステレオ＞
マザーバード 製作・著作・配給作品

　＜制作スタッフ・撮影協力＞

製作・著作・配給 ： マザーバード 
 ： プロデューサー・撮影 ： 貞末麻哉子 
 ： 構成･編集 ： 洪　福貴 
 ： 制 作 補　 ： 梨木かおり 
   
ナレーション ： 長谷川初範 
音 楽 ： 木 -kodama- 霊 
   
ポストプロダクション ： 
　　　　CSW Cinema Sound Works  
 ： 整音・MA ： 中山隆匡 ・ 成ヶ澤 玲 
 ： カラリスト ： 稲川実希 ・ 太田義則 
制作協力 ： media EDIX 
   
撮影協力
 ： 社会福祉法人インクルふじ 
 ： 生活介護事業所でら～と・らぽ～と 
 ： NPO法人くじら 陽だまりの家 
 ： 静岡県立富士特別支援学校 
 ： 富士市 ： 富士宮市

-1-

＜主な制作スタッフ3名（マザーバード）について＞ 

　マザーバードは、貞末麻哉子、洪福貴、梨木かおりの3名によって結成した
制作共同体である。法人組織ではないが、グループよりは強い結びつきで共
に映画制作に取り組み、今年で10年を迎える。
　貞末は1986年、プロデューサーとしてデビュー作となった劇映画「ゴンドラ」
（伊藤智生監督作品）、1991年には「あーす」（金秀吉監督作品）のプロデュー
スを手がけた後、「阿賀に生きる」(佐藤真監督作品）で記録映画の上映運動に
初参加し、1993年に「水からの速達」（西山正啓監督作品）で初めて、記録映画
のプロデューサーとして制作参加した。その後、「おてんとうさまがほしい」「風
流れるままに」「伝承」「梅香里」など、多くのドキュメンタリー作品の制作・上映
プロデュースを手掛けたが、「あーす」の制作現場以来、マザーバードの3名
は、常につかず離れずこれらの作品とかかわってきた。
　2001年、横浜市にある重度心身障害者の通所施設のパイオニアである朋
の日常を記録した「朋の時間～母たちの季節～」（西山正啓監督作品）の製作
委員会に3人で参加したのをきっかけに、マザーバードを結成。以来、3人で、
主にドキュメンタリー映画の制作・販売・関連本の出版などを手がけてきた。マ
ザーバードが制作した長編ドキュメンタリー作品としては、「晴れた日ばかりじ
ゃないけれど」に続き、「普通に生きる」が第2作目となる。
　現在は、インクルふじが運営するケアホーム建設のその後を追う第二作目と
同時に、朋を設立した日浦美智江氏や、元宮城県知事・浅野史郎氏の記録映
画を撮影中である。
　

http://www.motherbird.net/~ikiru
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◆もっと多くの人にこの映画を観てほしい◆

「普通に生きる～自立をめざして～」上映用 BD（ブ
ルーレイ・ディスク）お貸出しのご案内
個人・グループ等が主催・共催の上映会 ( 入場料無

料の場合 ) なら、１日５２，５００円で可能です。

制作・著作・配給 ： マザーバード

 mai：offi  ce@motherbird.net

TEL&FAX: ０３- ６９１３- ５５９１ 

上映会は、どこでも可能です。

《連絡先》



1995 年８月 10日第三種郵便物認可（毎週１回水曜日発行　2012 年４月３日発行　増刊通巻第 5477 号）1995 年８月 10日第三種郵便物認可（毎週１回水曜日発行　2012 年４月３日発行　増刊通巻第 5477 号）

☆
療
ね
は
、
障
害
の
あ
る
人
・
家
族
が
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
を
み
ん
な

で
考
え
る
。
そ
し
て
実
現
す
る
。

⇩
事
務
局
は
そ
の
た
め
の
場
、
た
く
さ
ん

の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
場
で
あ
る
べ

き☆
事
務
局
を
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
場
に
す
る
た
め
に
は
！
？

◌
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
る
身
近
な
課
題

を
遠
慮
な
し
に
出
し
あ
い
話
し
あ
え
た
ら

◌
事
務
局
会
議
と
い
う
名
前
が
か
た
い　

⇩
皆
で
考
え
ま
し
ょ
う
！
！

◌
皆
さ
ん
に
、
話
せ
る
オ
ー
プ
ン
な
場
で

あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
力
を

い
れ
た
い

　

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ

◆
緊
急
時
な
ど
、
み
な
さ
ま
の
安
否
確
認

は
、
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

▼
地
域
な
ど
の
取
り
組
み
状
況

▼
そ
の
他

♥
も
し
保
護
者
に
な
に
か
あ
っ
た
と
き
、

残
さ
れ
た
子
は
ど
う
過
ご
す
で
し
ょ
う

か
？

　

時
間
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
し
か
話
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？　

早
く
見
つ
け
て
も
ら
う
に
は
？

♡
是
非
是
非
、
療
ね
事
務
局
に
顔
を
だ
し

て
く
だ
さ
い
‼　

身
近
な
課
題
を
遠
慮
な

し
に
出
し
あ
い
ま
せ
ん
か
？
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新
年
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

先
日
、
医
療
費
助
成
制
度
に
関
す
る
懇
談

会
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
神

奈
川
県
の
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

は
、
精
神
障
害
者
を
助
成
対
象
に
追
加
す
る

そ
う
で
す
。

　

川
崎
市
の
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

は
、
今
年
度
も
継
続
す
る
よ
う
で
す
が
、
精

神
障
害
者
を
助
成
対
象
に
追
加
す
る
こ
と

と
、
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
来
年

度
以
降
の
継
続
に
つ
い
て
は
検
討
委
員
会
で

検
討
中
の
一
点
張
り
で
、
話
に
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

川
崎
市
心
身
障
害
者
手
当
は
、
今
年
半
額

支
給
に
な
り
、
来
年
度
か
ら
は
、
重
度
障
害

者
へ
の
支
給
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

制
度
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う

ね
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
田
正
義
）

■
編
集
後
記
■
■
■

　

み
な
さ
ん
今
日
は
。
も
う
４
月
だ
と
い

う
の
に
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
で
す
。
春
は
ま

だ
ま
だ
な
ん
で
す
か
ね
ぇ
ー
？

　

去
年
12
月
半
ば
頃
か
ら
、
体
調
が
と
て

も
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
足
に
痛

み
が
出
て
し
ま
い
、
三
ヶ
月
半
経
っ
た
現

在
も
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
痛
み
は
本
当
に

辛
い
ん
で
す
・
・
・
・
・
早
く
復
活
す
る

の
を
望
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か

難
し
そ
う
な
予
感
が
し
て
来
ま
し
た
。

　

こ
こ
最
近
、私
が
嫌
い
な
冬
が
来
て
も
、

緊
張
と
痛
み
は
そ
ん
な
で
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
常
に
季
節
の
変
わ
り
目
と
、
そ

れ
に
伴
っ
て
起
こ
る
気
温
変
化
に
は
身
体

が
つ
い
て
行
か
ず
、
緊
張
が
強
く
な
り
多

少
は
痛
み
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
そ
れ
は
、

自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
あ
る
程
度

は
落
ち
着
き
、
生
活
に
は
影
響
が
少
な
か

っ
た
ん
で
す
。
学
生
時
代
は
小
中
高
と
一

般
校
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
忙

し
さ
に
無
理
矢
理
身
体
を
引
っ
張
っ
て
い

た
た
め
、
緊
張
は
半
端
で
は
な
く
痛
み
も

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
二
十
歳
を
超
え

自
分
の
ペ
ー
ス
で
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

な
り
、
段
々
身
体
の
状
態
が
良
く
な
っ
て

来
ま
し
た
。

療ね
事務局便り

事
務
局
会
議

◆
３
月
21
日
水
曜
日
開
催　

参
加
者　

職

員
２
名
・
親
７
名
・
理
事
１
名

　
◆
３
月
１
日
映
画
会
報
告

◆
第
12
回　

総
会　

に
つ
い
て

　

流
れ
・
役
割
分
担
の
話
し
合
い

◆
来
期　

活
動
方
針
（
案
）
策
定

▼
療
ね　

の
活
動
に
期
待
す
る
こ
と
、

や
っ
て
み
た
い
事

▼
療
ね
の
４
月
以
降
の
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て

　

そ
の
他

▼
議
題
は
堅
い
の
だ
け
ど
、
皆
さ
ん
で
柔

ら
か
く
雑
談
的
に
こ
ん
な
意
見
が

☆
事
務
局
会
議
に
参
加
し
て
い
る
の
は
勉

強
に
な
る
か
ら
、
制
度
と
か
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

☆
当
事
者
な
の
で
、
動
く
こ
と
は
な
か
な

か
で
き
な
い
が
お
手
伝
い
は
で
き
る
か
な

　

こ
こ
何
年
か
そ
の
良
い
状
態
が
続
い
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
突
然
や
っ
て
来

ま
し
た
。
初
め
は
急
に
寒
く
な
っ
た
か
ら

で
、
慣
れ
て
く
れ
ば
ま
た
復
活
す
る
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
治
ま
る
ど
こ

ろ
か
緊
張
が
強
く
な
り
立
位
も
や
っ
と
と

い
う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

突
然
半
端
な
い
痛
み
と
緊
張
が
私
の
身

体
を
襲
い
、
一
時
間
程
う
な
っ
て
泣
き
わ

め
く
事
が
度
々
。
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た

の
？
？
？
？
と
自
分
で
も
訳
が
分
か
り
ま

せ
ん
。
Ｐ
Ｔ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
い
、
整

形
の
診
察
を
受
け
ま
し
た
。
ま
ず
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
を
し
、
骨
の
状
態
を
確
認
。
幸

い
、
以
前
と
ほ
ぼ
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ほ
っ
と
一
安
心
。
で
も
、
原
因
は

分
か
ら
な
い
ま
ま
・
・
・
股
関
節
は
そ
の

周
り
の
筋
肉
で
支
え
て
い
る
為
、
と
て
も

微
妙
な
所
ら
し
い
ん
で
す
。
初
め
て
足
で

痛
み
止
め
を
も
ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

遂
に
や
っ
て
来
た
か
！

　

痛
み
は
本
当
に
つ
ら
い
で
す
。
何
も
か

も
や
る
気
を
失
っ
て
い
ま
す
。
暖
か
く
な

る
に
つ
れ
て
、
復
活
す
れ
ば
良
い
の
で
す

が
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
明
日
香

ほ
か
の
人
か
ら
自
分
の
た
め
に
な
る
情
報

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
！
♡

　

次
回
事
務
局　

４
月
18
日
10
時
30
分
よ

東
北
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら

被
災
地
山
田
町
支
援

　

山
田
町
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
入
り
江

に
面
し
、
わ
ず
か
な
高
地
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
多
く
の
人
が
、
家
の
周
り
に
畑
を
作

り
、
野
菜
類
は
自
給
自
足
の
生
活
を
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
津
波
は
そ
の
畑

も
奪
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
は

高
台
に
あ
り
、
畑
を
作
る
場
所
は
あ
り
ま

せ
ん
。
野
菜
は
、
遠
く
の
町
ま
で
買
い
に

行
く
か
、
引
き
売
り
の
売
店
で
買
う
し
か

り
12
時
30
分　

ロ
ン
ド
に
て
開
催　

　

お
待
ち
し
て
ま
〜
す
。（

佐
藤　

良
子
）

下村さんの協力で、仮設住宅を回りました

釜石のボラセンターで、支援の学
生さんたちに、歌正のサプライズ

な
い
そ
う
で
す
。
思
う
よ
う
に
買
え
ず
高

い
。

　

３
月
18
日
、
歌
正
コ
ン
ビ
と
川
上
さ
ん

で
、
ね
ぎ
２
０
０
本
・
に
ん
じ
ん
２
０
０

本
・
小
松
菜
60
キ
ロ
を
届
け
ま
し
た
。
で

も
、
届
け
ら
れ
な
い
仮
説
住
宅
が
出
て
し

ま
い
、
３
月
26
日
に
、
神
奈
川
の
供
給
セ

ン
タ
ー
か
ら
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
１
０
０
個
、

ね
ぎ
１
０
０
本
を
送
り
ま
し
た
。
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担当：コーディネーター　谷、小塚、宇野、福田、山縣、森村、山崎、
臼井、遠藤、田之畑、佐藤良

自立支援法によるサービス

身体介護 入浴介護、食事介助、排泄介助など

家事援助 調理、掃除、洗濯（本人分）など

通院介助 リハビリ、通院の介助　　

重度訪問介護 重度身体障害の方への介護全般

行動援護 行動支援の必要な方への移動介護等

地域生活支援事業によるサービス

移動介護※１ 外出サポート

あんしんサポート※ 2 自宅周辺での見守りサポート

通所通学サポート 通所や通学のサポート

障害児ファミリーサポート 小１までの児童のいる家庭対象。療育
センターが窓口

居宅介護支援（ヘルパー派遣）

児童発達支援事業（旧児童デイサービス）

未就学児対象。月～金曜日。10 時～ 13 時
担当：小塚

障害児者日中一時預かり（まんぼう・小学生）

小学生対象。月～金曜日。放課後～ 17 時
担当：大澤、七瀬、美濃口

三田・長尾タイムケア

中高生対象。放課後～ 18 時、
土曜日・長期休暇中 10 時～ 18 時。
担当：佐藤伸

滞在型支援（児童期）

生活介護（LiveLifeHouse RONDO）N ｅｗ

身体障害、重複障害の成人対象。
担当：宇野

生活介護（LiveLifeHouse　ROCK ！）Nｅｗ

担当：有友

滞在型支援

２０１２年度　サポートセンターロンド

日中短期入所

・月～金曜クラブ
・土曜クラブ
　担当：福田、宇野、美濃口

短期入所（ショートステイ）

担当：谷、福田

なんでも相談支援
サービス利用のための相談支援

担当：谷・小塚・七瀬・田之畑・遠藤・森村

・計画相談支援　Nｅｗ
・障害児相談支援　Nｅｗ

相談支援

身体障害・重複障害者対象の共同生活介護

担当：山縣・石澤・高梨

担当：山崎徹・前田

フリーサポート

ケアホーム・マーチ

送迎サービス（福祉有償運送）

特定非営利活動法人　療育ねっとわーく川崎
第 12回　総会のお知らせ

日時　平成２４年６月２１日（木）　１０：３０～１２：３０
場所　川崎市総合福祉センター（エポックなかはら）　第３会議室
　年に一度、療ねの事業報告や決算報告を確認し、今年度の活動方針や事

業計画案、予算案などを確認、質疑、承認（否決）できる・・・・・会員

にとって、とても大切な【場】です。

　普段、疑問に思っていることを聞いてみたり、より良い【療ね】を目指

すために色々とご忌憚のないご意見を交わしたり・・・・・

是非、大切なこの機会にご参画頂けますよう、願っています。

制度が使えない方のためのサポート

担当：谷

＊１：2012 年より、｢ ふれあいガイド ｣ と ｢ 移動支援 ｣ が、｢ 移
動介護 ｣に統一されました。
＊２：あんしんサポートは、月５時間まで申請すれば無条件で支給
されます。今までは、１回３時間まででしたが、５時間まで使える
ようになりました。


